
地

球

約
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三
谷

約
二
㍑

空

7
0

り
前
夜
小
山
軌
光
等
七
人
の
勇
士
の
勝
田
宿
か
ら
骨
津
の
方
に
鳥
取
越
の
険
を
肇
ぢ
て
大
木
戸
の
上
の
園
衛
後
陣
の

川
に
登
っ
た
奇
襲
が
功
を
奏
し
､
捕
手
か
ら
大
罪
が
塩
水
し
た
だ
親
離
し
て
潰
走
す
る
に
及
び
初
め
て
此
の
陣
地
を

旧
れ
た
0

此
の
戦
闘
の
経
過
を
見
る
に
両
軍
典
に
力
戦
し
た
に
は
相
違
な
き
も
'
小
山
朝
光
の
功
名
を
除

い
て
は
戦
略
的
に

宙
白
い
行
動
は
LJb-
P
殊
に
奥
州
勢
に
は
攻
勢
防
無
に
出
る
決
心
が
全
-
敏
け
て
佐
藤
庄
司

一
家
､
金
剛
別
常
父
子

等
を
除

い
て
は
手
を
兼
ね
て
鎌
倉
勢
の
攻
撃
を
持
っ
た
も
の
ゝ
如
-
､
醜
態
を
極
め
た
の
で
あ
る
｡
従
っ
て
主
賂
泰

衡
部
腰
間
衝
等
を
始
め
だ
し
て
上
下
共
に
踏
止
っ
て
険
嬰
に
接

-
現
勢
密
接
-
返
さ
ん
ざ
す
る
勇
気
な
-
､
鎌
倉
勢

は
破
竹
の
勢
で
北
進
し
て
十
二
日
夕
多
賀
開
府
に
薯
き
､
常
胤
等
も
亦
た

逢
隈
湊
を
渡
っ
て
楽
脅
し
､
二
十
二
日
に

は
平
泉
鮎
の
焼
跡
に
着
き
､
奥
羽

一
例
は

一
月
の
中
に
平
定
し
た
｡

和
歌
出
願
田
蓮
附
近
藤
三
瓶
暦
の
暦
序

(
思

節

凹
版
付

)

竹

山

俊

雄

一

緒

言

蓑
に
第
三
紀
層
笠
石
ふ
の
は
二
十
常
分
の

1
那
智
圃
隔
地
質
説
明
藩
の
筋
三
紀
轡
を
指
す
の
で
p
該
暦
は
田
蓮
町

を
中
心
に
略
々
牛
固
形
を
成
し
て
露
出
し
て
ゐ
る
｡
那
智
同
幅
に
は
此
の
節
三
配
暦
地
の
北
兼
に
第
三
紀
育
闇
ビ
時

代
未
詳
の
申
鎮
静
ど
の
境
界
が
あ
る
如
-
か
～
れ
て
居
る
が
､
之
を
静
め
得
な
か
っ
た
｡
こ
の
第
三
紀
古
層
ビ
中
庄



暦
を

7
つ
に
し
て
地
質
閲
に
は
小
川
先
生
の
命
名
に
係
る
熊
野
暦
L･+
る
名
を
採
用
し
て
お
い
た
｡
第
三
配
新
暦
は
熊

野
圏
を
不
整
合
に
被
捜
し
'
そ
の
岩
質
及
び
含
有
化
石
に
よ
-
各
部
機
溢
性
の
堆
積
物
で
あ
る
事
は
明
で
あ
ろ

.
視

那
な
構
造
が
あ
っ
て
暦
厚
を
的
確
に
測
る
郡
は
不
可
能
で
あ
る
が
凡
そ
三
千
米
飴
に
達
す
る
IIJ
推
測
さ
れ
る
｡

此
の
地
の
雛
三
配
暦
は
i;
-
よ
-
知
ら
れ
て
ゐ
て
.

一
八
六

.t
年
に
共
闘
測
畳
舶

D
ove
能
が
B
u
llo
ck
船
長
指

揮
の
下
に
旧
遊
轡
を
訪
れ
た
際
に
採
集
し
た
少
許
の
介
化
石
は
､
共
闘
博
物
舘
に
持
踊
ら
れ
て
､
S
ir
R
.
I
,

M
u
r･

ch
ison
氏
に
依
･C,報
告
さ
れ
'

そ
の
時
代
は
多
分
中
潮
続
で
あ
ら
-
ビ
記
さ
れ
て
ゐ
る
?

此
の
附
近
の
化
石
は
次

で
地
質
撃
難
詰
第
六
忠
(
明
治
三
十
二
年
)
の
新
報
に
横
山
博
士
の
採
集
に
か
～
る
も
の
と
し
て
報
せ
ら
れ
た
｡
横
山

博
士
は
明
治
十
五
隼
田
速
近
傍
の
化
石
を
採
集
せ
ら
れ
.
そ
の
榎
本
は
大
正
十
二
年
に
博
士
に
依

-
碑
究
磯
表
さ
れ

た
｡
そ
の
結
果
に
依
れ
ば
'
三
十

一
種
の
介
及
び

l
種
の
セ
ル
プ
ラ
の
中
､
確
定
種
は
二
十
六
穂
で
あ
っ
て
､
を
の

半
数
が
現
鐘
に
未

だ知
ら
れ
て
ゐ
な
い
故
恐
-
下
部
鮮
新
期
の
も
の
で
あ
ら
う
ど
結
論
せ
ら
れ
た
.
石
川
先
生
は
叉

田
也
の
南
方
湯
晴
温
泉
に
闘
す
る
翰
文
中
もニ
少
し
-
此
の
第
三
紀
層
の
厨
序
を
述

べ
ら
れ
.
次
で
関
配
瀬
戸
臨
掠
研

究
所
行
軍
紀
中
に
此
の
地
方
S
･.地
形
'
地
贋
.
源
泉
の
概
要
を
記
さ
れ
て
ゐ
る
｡

筆
者
は
数
阿
此
の
地
を
訪
れ
'
第
三
紀
層
の
圏
序
及
び
含
有
化
石
の
概
略
を
調

べ
終

へ
た
の
で
誠
に
報
告
す
る
次

第
で
あ
る
｡

二
､地
質

概

説

節
三
紀
暦
は
斑
岩
.
砂
岩
を
主
だ
す
る
碕
海
性
の
厚
き
堆
積
物
で
あ
る
｡
を
の
分
布
は
地
質
閲
を
参
照
せ
ら
れ
た

利
欲
-;
肘
｢=
劫
附
虹
鈴
三
如
厨
の
厨
･'作

れ
fd
I

〓



地

球

節
十
三
位

い
｡
左
に
そ
の
大
略
の
厨
序
を
示
す
｡

(杖
状
園
参
照
)

節
二
班

丸
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7
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凄
岩
p
砂
岩
(時
に
貫
岩
.
泥
岩
を
挟
む
)

音
碧
､
泥
岩
(
砂
岩
の
薄
層
.yJ
瓦
暦
,皆
な
す
事
ゐ
-
)

基
底
磯
岩

砂
岩
(数
枚
の
砂
岩
貫
岩
の
互
圏
を
挟
む
)

灘
岩

問
返
柾
だ
鎗
山
統
E
は
新
庄
村
以
北
に
於
で
両
者

の間
に
存
在

1--1〉
---ll----【･11
1上

す

る
挙
行

不

整
合
に
依
っ
て
接
し
､
新
庄
村
以
鴇
に
於
て
は
両
者

の
閲
係
は
整
合

で
あ
る
O
m
蛍
枕
は
相
の
塵
化
が
極
め
て
著
し
-
P
蚤
偶
成
を
脱
し
て
同

言
石
層
が
迎
蹟
す
る
罫
は

蚤
-
な
い
.
併
し
下
部
が
親
粒

S岩
石
を
主
ビ
す
る
に
勤
し
上
部
は
よ
-
細
粒
で
あ
っ
て
p
そ
の
匿
別
は
明
瞭
に
な

し
得
る
.
相
L
上
部
だ
下
部
ビ
は
瓦
に
漸
移
す
る
故
地
栗
岡
に
示
し
た
境
界
は
勿
論
人
為
的
な
も
の
で
あ
る
｡
本
枕

の
化
石
は
敗
も
少
-
保
存
も
亦
極
め
て
不
良
で
あ
る
｡
暦
厚
は
二
千
米
飴
に
連
す
る
｡
鎗
山
枕
は
凹
連
続
に
此
し
て

薄
-
僚
犀
は
後
者
の
二
分
の

山
以
内
で
あ
る
｡
併
し
上
部
の
磯
岩
暦
は
そ
の
上
方
が
梅
中
に
捜
し
て
屠
る
故
そ
の
厚

さ
は
不
明
で
あ
る
が
､
恐
-
現
在
判
別
し
て
ゐ
る
厚
さ
を
大
し
て
超
過
し
て
ゐ
な
い
の
で
あ
ら
-
｡
基
底
磯
岩
は
新

庄
村
以
北
即
ち
不
整
(=
の
春
衣
す
る
部
分
に
の
み
凝
逢
し
て
屠
る
O
次
の
砂
岩
圏
は
数
枚
の
哲

石
誓

石
の
瓦
圏
及
び

稀
に
背
き
椀
岩
層
を
挟
み
多
雫
の
動
物
化
石
及
少
許
の
植
物
化
石
を
産
す
る
｡

そ
･S
化
石
及
び
惰
樹
p
漣
痕
の
存
在



よ
り
見
て
木
層
は
明
に
浅
梅
性
の
埴
埼
物
で
あ
る
O
敢
上
部
の
磯
岩
は
瀬
戸
鎗
山
村
胸
声
､
江
津
良
附
近
よ
り
酉
に

突
出
し
た
牛
島

の
先
箱
及
び
附
鑑
の
島
に
露
出
す
る
｡

妨
三
紀
圏
は
勝
々
熊
野
暦
に
ア
バ
ッ
ト
す
る
事
及
び
廃
寮
の
境
界
よ
り
察
せ
ら
る
ゝ
如
-
.
沈
積
雷
時
の
地
形
は

可
成
凹
凸
を
有
し
て
ゐ
吾
も
の
ど
瓜
は
れ
る
｡
後
に
述

べ
る
日
置
村
及
び
避
雷
田
村
の
基
底
角
磯
岩
の
布
衣
は
常
時

此
の
近
傍
に
急
峻
な
地
形
の
存
在
し
た
事
,Cq･J意
味
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
L･{
ら
な
い
｡

第
三
紀
暦
の
走
向
は
天
機
そ
の
境
界
縦
に
滑
-
て
ゐ
る
｡
即
ち
湯
崎
牛
島
を
除
い
た
宵
田
川
以
酉
の
部
分
で
は
大

腰
南
西
に
十
虎
乃
至
四
十
度
の
角
皮
を
以
て
傾
斜
し
.
宵
田
川
以
兼
の
部
分
中
北
冨
円
材
迄
は
問
は
此
の
走
向
傾
斜

を
保
持
す
る
も
P
兼
宮
田
村
以
南
に
於
て
は
走
向
鼻
じ
て
北
々
兼
-
前

々
酉
に
な

,Jl
西
北
西
に
十
度
乃
至
四
十
度
傾

斜
し
て
ゐ
る
｡
湯
崎
中
島
は
構
造
複
難
で
あ
る
が
走
向
略
東
西
'
北
路
の
湯
崎
断
層
の
両
側
で
構
造
を
典
に
す
る
｡

該
断
簡
は
瀬
戸
鎗
山
村
温
情
温
泉
の
直
ぐ
寓
を
通
り
生
馬
相
の
谷
に
至
る
も
の
で
'
垂
直
落
差
は
五
官
米
に
蓮
す
る

鹿
も
あ
る
｡

此
の
断
府
の
寓
､
瀬
戸
鎗
山
村
掲
′
一
原
附
近
に
は

一
つ
の
碍
俊
昭
曲
が
あ
っ
て
､

そ
の
北
速
は
断
簡

に
切
ら
れ
て
ゐ
る
｡
西
富
E=
村
堅
田
､
安
久
川
近
傍
に
て
は
走
向
傾
斜

一
定
せ
ず
､
如
何
L･4
る
構
造
を
有
す
る
か
は

不
明
で
あ
る
が
､
前
記
窄
蔭
摺
曲
の
兼
に
湯
崎
断
層
に
切
ら
れ
た

一
つ
の
向
心
摺
曲
が
存
在
す
る
の
か
も
知
れ
な
い

湯
崎
柳
原
北
側
の
構
造
は
甫
側
riす
り
も
簡
単
で
あ
っ
て
.
西
富
田
村
細
野
以
兼
で
は
南
酉
に
傾
斜
し
､
瀬
月
給
山
村

立
ケ谷
以
西
で
は
大
喝
灼
北
西
に
約
二
十
度
傾
い
て
ゐ
る
｡

畠
島
に
で
は
走
向
北
徴
西

-
商
微
光
に
し
て
西
方
に

傾
き
､

此
の
砥
ぐ
前
に
で
走
向
は
急
に
屈
曲
し
て
ゐ
る
｡

此
の
走
向
の
急
曲
は
新
庄
村
内

′浦
よ
-
瀧
内
に
至
る
道

に
て
も
観
察
さ
れ
る
が
此
握
で
は
南
島
の
前
方
は
.r

M

に
は
著
し
-
堤
-
'
束
に
至
る
に
挽
ひ
漠
然
ど
な
も
P
潮
水
柑

和
歌
山
駄

目追
附
虻
節
三
紀
厨

の
静
序

豊

f
三



地

球

,i-=十
三
怨

節
二
助

祭

丁
凹

に
て
は
殆
ん
ざ
此
の
革
質
を
諏
め
柑
な
い
.
畠
島
よ
-
西
方
に
放
て
は
之
が
次
第
に
断
簡
に
移
っ
て
行
-
の
か
も
知

れ
な
い
｡

断
層
は
兼
敏
北
-

西
徹
商
に
走
る
も
の
凹
本
だ
北
東
-

南
西
に
走
る
も
の
三
本
を
主
婁
な
る
も
の
ど
L
p
大

抵
北
落
ち
で
あ
る
｡

上
記
の
構
造
は
大
股
南
北
の
方
向
の
魔
力
に
伐
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
ら
-
｡
鍍
山
及
温
泉
の
存
在
に
も
係
ら
す

火
成
岩
は
筆
者
が
渉

い
た
範
囲
で
は
嘱
目
潜
川
に
沼
-
た
安
居

の上
流
河
岸
で
唯

1
本
小
さ
な
石
其
斑
岩
の
岩
脈
を

駁
め
た
に
す
ぎ
な
い
｡三

p用

達

統

本
紙
が
上
下
二
部
に
分
け
ら
れ
る
都
'
下
部
は
磯
岩
g
砂
岩
を
主
ピ
L
.
上
部
は
貫
岩
泥
岩
を
主
ビ
す
る
事
､
説

に
利
の
婁
化
の
著
し
い
革
は
既
に
の
べ
た
｡
岩
饗
に
よ
-
て
次
の
評
暦
に
分
つ
｡
之
は
上
下
闘
係

の外
相
の
鼻
化
に

ょ
る
岩
男
の
差
異
iiIJも
考

へ
に
入
れ
て
囲
分
し
た
の
で
あ
る
｡
併
し
上
部
は
暦
厚
薄
-
且
何
れ
も
轟
色
の
細
粒
L+
岩

石
よ
り
成
る
故
に
岩
舟
の
鼻
化
す
る
に
係
ら
ず

一
層
･jJ
見
放
し
て
お
い
た
｡

下
部

7
m
川
暦
､
二

澗
成
静
七
三

酉
谷
原
.
四

山
ノ内
恩
'
五

万
昌
暦
p
六

立
中
層
'
七

富
田
暦

上
部

胡
楽
暦

ハ
ヤ

田
川
暦
は
磯
岩
､
粗
粒
乃
至
中
粒
砂
岩
及
び
之
等
の
間
に
挟
在
す
る
背
き
数
枚
の
貫
岩
層
よ
ゎ
成
る
｡
中
芳
養
村

矢
代
､
下
芳
餐
柑
田
川
､
覇
戚
付
谷
の
南
.
下
秋
津
村
大
西
､
岩
内
の
諦
及
び
衣
笠
村
に
分
布
す
る
｡
田
川
に
て
量

--･…■1･
･

-･1.-

-
-
-･

､-,/･-

-
.

J朝
r
1
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底
近
-
の
貫
岩
層
に
は

Sllixsp

(
多

)､
A
cer?
sp
_
等
の
種
物
化
石
を
含
み
､
又
此
の
少

し
上
位
の
磯
岩
中
よ
り

は

C
raSSateiiites
n
.
sp
..
C
lr

dit

a
cff.
1arlegata
D
k
T,
L
･;m
l

n
.
SP
.,
O
strea
n
･
SP
.,
D
en
taliu
m
w
ein
k
au
･

ffiD
kr.
51.
Slbsp.
其
他

鑑
定
不
能
の
軟
膜
動
物
放
据
膳
粗
を
出
瑠
｡
.
此
の
暦
の
最
上
部
は
泥
貿
頁
岩
で
あ
っ
て

此
の
上
に
謂
成
圏
の
砂
岩
が
整
合
的
に
乗
っ
て
居
る
｡
併
し
款
津
村
以
兼
に
で
は
此
の
泥
質
頁
岩
層
は
尖
班
し
て
存

在
し
な
い
蔑
め
'
璃
成
層
ど
の
境
昇
は
不
明
瞭
で
あ
る
｡

田
川
圏
を
強
弁
的
に
被
覆
す
る
相
成
圏
は
砂
岩
を
主
だ
し
.
酉
は
上
前
部
材
筋
､

南
部
村
山
-内
北
方
よ
-
中
野

菱
相
加
坂
峠
近
傍
'
津
志
野
､
林
'
下
芳
希
村
松
頂
北
方
を
経
て
束
は
甫
成
村
及
び
薦
呂
村
有
月
に
迄
分
布
し
て
ゐ

る
｡
粗
粒
及
申
粒
砂
岩
を
主
ビ
L
屡
々
灘
岩
及
び
砂
貿
頁
碧
を
挟
む
｡
招
成
柑
循
成
観
音
背
後
の
山
頂
の
砂
岩
よ
-

保
存
不
良
な
植
物
化
石
,<q･J産
す
る
外
化
石
が
な
い
｡
下
部
に

一
枚
の
薄
き
租
損
な
炭
層
を
挟
み
.
田
川
及
び
覇
成
村

で
試
掘

し
た
串
が
あ
っ
た
さ
-
で
あ
る
｡

西
谷
層
は
角
破
裂
融
岩
で
下
部
は
稽
成
層
よ
-
漸
移
し
上
部
で
は
貿
岩
を
班
魔
L
次
第
に
朝
雄
暦
に
移
る
｡
磯
は

種
十
乃
至
玉
粗
砕

の
も
の
を
普
通

1̂J
L
何
れ
も
秤
動
が
閥
ま

っ
て
み
な
い
｡

木
簡
は
西
方
､に
て
は
山
ノ

内
暦
に
て
代

表
さ
れ
る
C.
山
ノ内
圏
は
園
磯
岩
よ
-
成

b
t
鶴
は
同
じ
-
十
乃
至
五
糎
の
も
の
を
主
だ
し
よ
-
蝕
醸
さ
れ
且
か
な

-
分
級
さ
れ
て
ゐ
る
.
両
圏
共
に
金
-
化
石
を
席
し
な
い
｡

宿
成
層
の
下
草
部
に
鼎
骨
す
る
も
の
は
兼
寓
に
於
で
は
意
中
闇
で
代
表
さ
れ
る
｡
本
暦
は
磯
岩
を
挟
ん

だ藍
き
砂

I.:
;･

岩
よ
り
成
り
､
万
呂
村
上
万
呂
東
方
､
朝
東
和
救

馬

､
烹
中
､
珪
馬
村
田
熊
に
分
布
L
p
直
接
に
熊
野
暦
を

被
覆
し

て
ゐ
る
｡
相
川
層
は
東
方
に
熊
野
暦
に
ア
.''1
ッ
ト
し
て
ゐ
る
南
東
の
方
に
は
布
衣
L
LJu
い
ら
し

い
｡
春
樹
に
は
化
石

和
耽
:_
脹

目
迎
附
近
節

三
紀
櫛

の
Lb
序

九
･.I

l
五



地

球

節
十
三
怨

節
二
班

九
八

二
ハ

が
な
い
｡

潤
成
層
上
平
部
及
び
酉
谷
暦
の
基
部
朝
は
方
呂
暦
で
あ
る
.

本
居
は
碗
岩
.
砂
岩
p
頁
岩
の
轟
き
互
暦
で
あ
っ
て

立
中
層
よ
-
も
著
し
-
歌
繭
で
あ
る
.
時
々
保
存
不
良
な
植
物
化
石
を
産
す
る
｡
大
築
排
撃
士
に
よ
れ
ば
常
呂
村
下

ヽ

常
呂
よ
-

P
hiiiites
sp,,
SICix
sp.,
A
cer
sp
.
密

度
す
る
A,J
の
革
で
あ
る
.

日
蓮
統
下
部
は
富
田
州
以
宙
に
於

て
ほ
大
部
分
富
托t
厨
に
て
代
表
さ
れ
る
｡
塵
馬
肘
E=
熊
の
甫
方
に
立
車
暦
が
狭

い
範
囲
で
露
出
L
p
之
が
富
田
暦
の
砂
岩
貢
岩
の
瓦
圏
に
漸
移
す
る
｡
富
旧
暦
は
砂
岩
を
主
.,J
L
之
に
砂
岩
胃
岩

の

互
暦
及
び
柿
に
磯
岩
を
挟
む
｡
日
置
柑
及
び
東
宮
糊
付
に
て
は
基
底
に
薄
き
角
磯
岩
を
有
す
る
.
譜
庭
に
極
め
て
不

完
全
な
植
物
の
印
象
を
有
す
る
外
p
兼
富
関
村
韻
崎
の
北
岸
に
は

Giycim
eris
の

一
種
を
移
し
-
含

む
磯
岩
ゐ
rJl

又
同
相
兄
輩
の
北
方
海
岸
に
は

O
strea
及
び

P
ecten
を
含
む
磯
岩
の
非
石
あ
り
｡
此
の
外
庄
梅
村
小
酉
の
小
学

梗
塞
､
木
犀
だ
朝
来
暦
ど
の
漸
移
部
.i
も
不
完
全
な
る
梅
松
介
化
石
あ
り
｡

田
適
続
上
郷
即
ち
朝
来
暦
は
同
統
下
部
よ
-
漸
移
す
る
細
粒
岩
が
あ
っ
て
.
下
部

だ同
様
に
相
の
塵
化
は
可
成
著

し
い
｡
朝
雄
村
で
は
畏
色
砂
貿
泥
岩
で
あ
っ
て
.
厚
さ
は
七
百
米
前
後
で
あ
る
｡
下
方
に
行
-
に
従
ひ
砂
岩

の
薄
智

を
挟
み
'
次
第
に
ガ
呂
臓
に
漸
移
す
る
｡
西
方
に
て
は
本
圏
は
次
第
に
薄
-
堤
-
岩
男
も
鼻
じ
p
m
蓮
町
に
て
は
砂

岩
,iJ貿
岩
の
互
圏
に
な
る
｡
酋
谷
村
以
酉
に
て
は
泥
栗
東
岩
で
下
方
の
漸
移
部
は
屡
々
磯
岩
又
は
砂
岩
の
薄
層
を
挑

む

｡此
の
方
面
に
で
は
約
百
光
の
厚
さ
を
有
す
る
.
朝
凍
相
の
南
部
よ
り
生
梅
村
に
か
け
て
本
暦
は
次
第
に
挟
在
す

る
砂
岩
の
且革
曾
塘
し
北
宮
田
村
庄
川
附
近
に
て
は
黒
色
の
貫
岩
を
挟
む
細
粒
(
況
貿
)砂
岩
に
な
り
P
同
村
出
金
附
近

に
で
は
富
田
圏

の罵
色
砂
岩
だ
徐
々
に
漸
移
す
る
の
で
p
境
界
を
引
-
の
に
可
成
困
難
を
威
せ
る

｡

東
宮
田
村
に
て



は
帯
び
京
岩
の
丑
を
糖
し
て
禦

石
質
岩
の
互
層

/̂J
な
る
0

西
谷
村
天
榊
原
及
び
下
芳
養
村
泊
ケ鼎
よ
り
厳
物
化
石
を

塵
す
る
0

以
上
r=
連
続
を
通
じ
て
そ
の
暦
犀
を
見
る
に
相
通
の
四
､
両
谷
村
滞
成
村
に
て
は
凡
そ
二
千
米
に
も
達
す
る
が
p

粗
粒
な
岩
石
よ
り
成
る
故
､
比
較
的
短
期
間
に
堆
積
し
た
だ
考

へ
ら
れ
る
｡
鎮
馬
村
及
び
そ
の
以
南
に
て
は
凡
そ
千

米
乃
至
千
五
日
米
の
厚
さ
を
有
す
る
｡

四
､
鉛

血

統

鎗
山
統
ビ
田
連
続
亡
の
関
係
に
就
い
て
は
既
に
述

べ
て
お
い
た
迫
-
で
あ
る
｡
水
洗
の
基
底
概
岩
は
既
述
せ
る
如

-
新
庄
村
以
北
に
於
て
の
み
聴
連
す
る
｡
同
村
に
於
て
は
屡

々
砂
岩
を
挟
み
最
も
厚

い
所
で
冒
米
前
後
の
厚
さ
を
有

す
る
｡
然
る
に
閏
蓮
町
兼
部
に
於
で
は
迄
に
薄
-
な
り
七
位
に
数
米
の
厚
さ
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
｡
併
し
四
方
.

酉
谷
村
に
で
は
再
び
健
厚
を
櫓
し
て
凍
る
｡
激
は
十
糎
乃
至
五
糎
の
種
を
和
し
て
'
熊
野
層

の岩
石
を
主
"/J
す
る
が

基
底
に
近
い
所
で
は
朝
塞
層
の
岩
石
が
は
入
っ
て
ゐ
る
｡
新
庄
付
以
南
に
て
は
基
底
灘
岩
は
金
-
な
い
三

試
ひ
得
る

程
で
p
筆
者
は
唯
北
宵
E=
付
保
臼
に
於
て
本
舵
の
下
部
が
粗
粒
砂
岩
で
厚
さ
数
粗
の
碗
岩
層
を
数
枚
挟
ん
で
屠
る
の

む
見
た
外
.
凡
て
申
粒
砂
岩
を
以
て
朝
来
暦
に
整
合
的
に
接
し
て
ゐ
る
.

本
続
の
大
部
分
を
成
す
も
の
は
中
粒
砂
岩
で
'
敗
北
の
砂
岩
警

笛

托
優
及
び
稀
に
撃

方
を
挟
ん
で
ゐ
る
｡
前
者

の
中
､
哲

E=
m
村
才
野
.

堅
;
'

新
庄
村
内
′浦
に
露
出
す
る
も
の
及
び
瀬
月
鎗
山
村
瀬
♪
p
江
捺
良
に
露
出
す
ち

も
の
は
澱
も
著
し
い
も
の
で
､
厚
さ
宵
水
飴
に
逢
し
て
ゐ
る
｡
之
は
厚
さ
の
担
化
著
し
-
屡
々
実
沸
す
る
が
'
暦
序

和
秋
山
臓
目
迎
附
虻
約
三
縦
倍

の
Lb
序

究

1
七



地

球

第
十

三
替

解

こ
班

7CFO

f
八

を
定
め
る
上
に
蛋
袈
な
手
掛

-
ど
な
っ
た
.
磯
岩
は
著
し
-
な
-
厚
さ
十
米
を
超
え
る
も
の
は
柿
で
あ
る
｡
砂
岩
は

大
部
分
申
粒
で
あ
っ
て
､
淡
育
炎
色
を
普
通
三

匂
る
｡
瀬
戸
鉛
山
村
紛
山
貌
山
及
び
西
富
田
村
鴨
居
近
傍
に
て
は
屡

々
殆
ん
で
粂
-
石
基
粒
の
み
ょ
わ
な
る
砂
岩
Jの
-
.
又
長
石
粒
を
含

む

も
の
も
あ
る
｡
併
し
長
石
は
新
鮮
で
な
い
の

を
軍

,･,
す
る
故
Emt
蓮
町
北
方
奇
紹
峡
に
取
出
す
る
花
園
岩
磐
砂
岩
ど
の
置
別
は
容
易
で
あ
る
｡
雷
は
暦
の
砂
岩
ビ
此

の
砂
岩
は
酷
似
し
て
居
て
凪
化
し
た
場
合
に
は
両
者
の
閲
別
は
金
-
不
可
能
で
あ
る
｡
此
の
砂
岩
は
富
四
着
ビ
精
し

石
材
及
び
砥
石
ビ
し
て
所
々
に
て
切
出
さ
れ
る
｡

鎗
両
統
申
化
石
は
本
砂
岩
樹
に
の
み
含
有
さ
れ
て
ゐ
る
.
従
雑
報
常
さ
れ
た
介
化
石
は
凡
て
本
暦
よ
-
産
し
た
も

の
で
あ
る
｡
フ
ォ
ー

ナ
の
上
か
ら
次
の
三
つ
の
層
に
分
け
ら
れ
る
｡
(
左
の
種
は
そ
の
暦
に
最
も
若
し
い
も
の
)

二
L
o
w
er

f

ossil
b
ed
-
･････････P
ap
h
ia

am
ab
iLis

P
hu
.

v

ar.

1
1.
M
id
d
le
f
o

ssil

bed
･･･=
-
･･-
T
u
rritella

K
iie
nsis

Y
ok
.

三
へ
U
p
p
er

fo
ssil

b
ed
-
････-
･･S
erp
tita

m
ir
ifica

Y
ok
.

最
下
の

P
a
p
h
ia
B

e
d

の
化
石
は
保
存
恵
-
'

馬
め
に
積
量
鑑
定
し
得
る
も
の
rは
少
い
｡
化
石
産
地
は
出
蓮
町

aS

,LIZ

文

曳

､
新
庄
村
跡
ノ浦
､
瀧
内
.
朝
来
村
岩
摘
西
方
の
山
頂
を
主
だ
L
P
前
記
化
石
の
外

Solen
sp
･

(
n.
V
?
)
,

C
.
rbul
a
su
ccin
cta
Y
.

k･､
L
eda
s

p
･､
A
rci
C
f,
set.
en
sis
Y
.k.,
N
atica
ja
n
th
os･

to
m
a
D
esh
･,
L
atr
uncu
lus
n
･
sp
･,
P
h
os
s
p,,M
.ni
lea
n
.
sp.
此
の
外
少
許
の
植
物
化
石
を
含
む
｡

T
u
rrite11a
k
.ien
ssi
B
ed
は
本
砂
岩
暦
の
草
分
以
上
の
厚
さ
を
有
し
二

二
化
石
暦
中
濃
も
多
-
の
化
石
を
庶
す

る
｡
併
し

産
地
の
大
部
分
は
聖

梓
で
あ
っ
て
波
の
薦
め
に
化
石
は
屡
々
損
じ
て
屠

-
.

介
の
細

い
彫
刻
等
が
不
明



暁
に
な

っ
て
屠

る
｡
主
な
化
石
産
地
は
新
庄
村
瀧
内

こ
チ
ャ
､
閣
欝
m
肘
羽
山
′鼻

及
び
藤
島

ニ
ギ

γ
で
あ
る
｡

之

等
産
地
の
内
p
瀧
内
は
敢
下
付
で
､
A
n
a
d
a
ra

(Sca
ph
ar
ca
)

s
e
t

oe
nsis
(Y
ob
,)､
C
orb
u
la
su
ccinc
ta
Y
ok
.､
C
or
･

bul
a
(
C
u
n
eocor
bu
ia
)
P
ereg
rin
l
Y
o
k
,,
D
en
taliu
n

lentu
m
Y
ok
･,
N
a
t;Ca
jan
th
ostom
a
D
esk
.,
T
u
rr
i･

telia
kiien
sis
Y
ok..
V
otem
l
C
f,
p
u
gi

tin
a

(
B
orn
),
Ll
t

ru
n
CutuS
n
,
SP.

が
最
も
多

い
｡
羽
山
及
び
藤
島
は
略

々
同
層
位
で
廻

っ
て
､

前
者
は

岩
y
adora
n
.sp
.,
C
orbu
la

su
ccin
cta
Y
ok,,
E
p
ito
n
iu
rn
am
oerlu
m

(Y
ob.)
其
他

A
rca,
L
ed
a,
M
on
iiea

Otiv
a.

T

ere
b
ra
の
諸
種
を
多
産
L

t
後
者
は

A
na
d

a
r
a

(Sc
a

ph
arcl)

Valen
tu
la

(Y
ok.)､
C
o

d
ak
ia

(
lag
o
n
ia
)
n
.
sp
b､

C
orbu
la
(C
u
n
e
ocorb
u
la
)

P
ereg
rin
a
Y
.k･,T
u
rrit
etla.
kiien
sis
Y
o
k･
を
多
産
す
る
'
西
宮
Ea.村
畑
崎
か
ら

湘
月
給
山
村
立
ケ
谷
に
至
る
梅
岸

に
は
諦
所
に
少
愚
の
化
石
を
度
す
る
.
本
化
石
暦
の
最
も
上
位
の
も
の
は
漸
声
輸
出
材
江
津
良
及
び
畠
島
に
あ
つ
て

的

此
の
圏
の
砥
ぐ
上
に

S
erp
ul
a
E
ed

が
凍
る
｡
此
の

S
erp
uta
B
ed
は
前

二
者
が
申
粒
砂
岩
な
る
に
反
し
て
畑

粒

の
砂
岩
よ

-
成
り
.
G

lycim
eris､
A
,/Iyo
d
.
ra､
M
e
i.
card
ia
?,
M
aCrOCailista
p
ac
i
Ei
ca
(D
y
ilw
.)､
C
Dr
bu
la

su･

ccinta
Y
ok.､
N
a
ssarius,
S
erp
u
la
m
iriEica
Y
o
k
.
及
び

D
ecapo
d

の
爪
を
多
産
す

る
｡

鈴
山
統
上
部
は
石
川
先
生
に
依

り
.高
島
同
塵
岩
層
ビ
名
付
け
ら
れ
た
79
の
で
p
潮
月
給
山
村
静
匠
鼻
.
高
島
､
四

双
島
に
露
出
す
る
｡五

p
フ
ォ

ー
ナ
及
び
時
代

卿
秋
山
恨
m
過
附
近
節
三
紀
伊
の
尉

序

7
.I
?

I
九



蛾

筋
十
三
番

節
二
組

tC三

二
〇

既
述
し

た
如
-
I.-1
通
釈
の
動
物
化
石
群
は
極
め
て
貧
弱
で
あ
る
か
ら
之
か
ら
そ
切
時
代
を
定
め
る
事
は
蚤
-
不
可

能
で
あ
る
｡
従
っ
て
此
の
第
三
紀
層
の
時
化
は
紛
山
紙
の
化
石
に
従
っ
て
の
み
釈
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
鎗

山
続
の
歌
憤
動
物
化
石
群
は
斧
足
瓶
三
十
五
経
'
掘
足
根
二
積
､
腹
足
類
四
十
五
掘
､
計
八
十
二
榎
の
確
定
積
及
び

正
穂
を
含
み
'
そ
の
内
二
十

一
種
即
ち
二
十
五
%
六
は
現
庄
和
で
あ
る
｡
虫
種
を
考

へ
の
外
ビ
す
る
ビ
紙
積
数
八
十

現
鍵
箱
の
塾
股
に
封
す
る
制
令
は
三
十
%
で
あ
る
｡
第
三
紀
層
の
時
代
の
洗
足
に
封
す
る
パ
ー
セ

ン

テ

ー
ジ
､
メ
ソ

ッ
ド
の
可
否
に
就
い
て
は
色
々
の
議
論
が
あ
る
が
､
あ
る
限
ら
れ
た
る
地
方
に
於
て
'
同
様
な
る
地
排
的
環
境
の
下

に
蕉
春
し
た
歌
倦
動
物
化
石
群
に
勤
し
で
は
此
の
方
法
は
相
封
的
の
時
代
決
定
に
封
し
て
は
役
立
つ
べ
き
で
あ
る
｡

此
の
フ
ォ
ー
ナ
を
見
る
に
明
に
浅
海
性
の
も
の
で
あ
っ
て
､
北
方
属
は
全
然
含
ま
な
い
の
み
な
ら
す
､
又

A
I
Ca
(
従

楽
の

T
risid
os)

の
如
き
現
今
九
州
以
南
よ
-
L
か
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
屈
を
も
含
ん
で
ゐ
て
.

明
に
親
潮
式
で
あ

り
､
常
時
の
水
温
は
現
今
の
紀
伊
牛
島
を
洗
ふ
海
水
の
脱
皮
よ
-
も
少
し
高
か
っ
た
の
で
あ
る
｡
従
っ
て
少
し
で
は

あ
る
が
南
洋
地
方
の
節
三
紀
暦
.1J
の
=-1｡ハ過
程
を
産
す
る
｡

か
-
の
如
き
地
理
的
環
境
の
下
に
生
存
し
た
此
の
フ
ォ
ー

ナ
を
遠
州
大
口
の
フ
ォ
ー
ナ
1̂)
比
較
L
で
も
大
し
た
無
班
は
生
じ
L･B
い
ざ
侶
や
る
｡
爾
フ
ォ
ー
ナ
の
間
の
共
通
種
の
少

数
で
あ
る
革
は
現
亜
種
の
制
令
の
差
異
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
0

即
ち
横
山
発
生
に
依
れ
ば
下
部
掛
川
続
の
フ
サ
ー
ナ

は
四
十
六
%
の
現
亜
種
を
含
み
(
亜
種
を
考

へ
の
外
に
す
る
,fJ
五
十

山
形
八
)
､
大
磯
欧
洲
の

P
lais
ancian
に
祁
嘗

す
る
ど
の
事
で
あ
る
｡
之
に
従

へ
ば
鎗
山
フ
iTi-
ナ
は
大
鰭

S
prm
ati
an
に
該
常
す
る
の
で
あ
ら
-
.
南
洋
の
第
三

紀
層
}J
の
共
通
種
及
び
近
似
種
は
主
4/J
L
で
故
地
に
於
る
中
新
枕
廉
の
も
の
で
あ
る
0
之
等
よ
-
考

へ
れ
ば
鎗
山
フ

.p
-
ナ

の一時
代
は
下
部
鮮
新
期
}J
す
る
よ
-
も
中
新
和

,̂JJ
す
る
方
が
よ
い
ビ
皿
ふ
Q

又
フ
レ･..テ
ン
ベ

ル
グ
氏
が
印
度



の
第
三
紀
層
を
基
ビ
し
て
作

っ
た

バ
ー
セ
ソ
テ
ー
ジ
に
従

へ
ば
本

フ
サ
ー
ナ
は

B
urdig2
1ia
n
の
.上
部
に
祁
常
す
る
｡

鉛
川
続
の
時
代
を

Sarm
a
tian

ビ
す
る
E
､
之
だ
時
代
に
大
差
の
な
い
旺~
蓮
舵
は

V
i
nd
ob
onian
に
該
皆
す
う

ビ
恩
は
れ
る
｡

以
下
主
婁
L･i
種
に
就
き
少
し
説
明
す
る
｡

一
㌧
A
rca
n
.
sp.
i
.
本
種
は

A
.
k
iy
o
no
i

M

a
打
.､

亡
は
数
が
短
-
､

扱
れ
方
が
謁
-
p
且
成
長
線
が
華
し
-
た

い
｡
羽
山
産
｡

二
t

Arcl
n
.
SP.
2
.

本
種
も
同
じ
-

A
r
ca,fJ
し
て
は
挽
れ
方
が
弱
い
｡
ビ
ル

マ
の

A
.
p
rototolt
u
O
Sa(N
o
e
t1.)

に
酷
似
す
る
も
'
扱
れ
方
弱
-
且
殻
は
そ
れ
耕
膨
れ
て
ゐ
な
い
｡
前
掲
碍
ビ
は
放
射
肋
が
本
種
に
て
は
弧
崩
鼎
交
互

_.

し
て
屠
る
酢
に
て
容
易
に
見
分
け
ら
れ
る
｡
羽
山
産
｡

三
､
G
lycim
erisg
emb
a

clnuS
(M
artin
)
.
I,,)i十
㌦
産
の
化
石
に
此
す
る
ビ
放
射
肋
が
少
し
-
回
映
を
帯
び
て
ゐ

る
瓢
を
除

い
て
全
-

1L致
す
る
.
江
津
良
産
｡

四
p
M
etis
g
rim
esi
N
oetl.
var
ビ
ル
マ
産
の
種
己
は
殻
の
外
形
に
少
し
の
相
異
が
あ
る
｡

五
､
C
o
r

bula(Cuneocorbu
la
)
p
er
eg
rin
a

Y
ok.
本
種
は
土
佐
の
鮮
新
統
よ
-
も
産
す
る
｡
C

.

t
s

u
ka
h

ar

ai

Y
ok
,
は
本
種
ど
の
間
に
中
間
型
が
春
し
､
種

,̂vJ
L
で
分
離
す
る
都
は
出
来
な
い
｡
瀧
内
p
羽
山
'
藤
島
産
.

六
㌧
C
,
(C
u
n
e
o
c
o
1･b
u
ta)
n
.
s
p
.

本
環
は
瀧
内
よ
-
渡
し
､
作
州
津
山
近
傍
の
オ
パ
ー
キ
ュ
リ
ナ
砂
岩
暦
及
び

ビ
カ
-
ア
砂
岩
よ
-
も
産
す
る
｡

利
批
=_
階
川
･;.辺
附
虹
節
三
紀
府

の
暦
序

10
三

二
7



地

軸

的
十
三
怨

節
二
組

70凹

二
二

セ
'
LT
m
bonium
(
S
u
ch
iu
m
〕
n.
sp.
覗
鎌
産
キ
サ
ゴ
･'J
は
螺
闇
の
埠
長
遅
き
鮎
及
び
螺
脈
の
相
異
に
rJ･J/
･置

別
す
る
｡

そ
の
螺
脈
は
今
迄
知
ら
れ
て
ゐ
る
キ
サ
'/n
魔
の
何
れ
の
種
に
も

1
致
し
な
い
0
藤
島
産
〇

八
p
T
u
rrit
ella
kiiensis
Y
ok
.
遠
江
産
､

秋
田
洲
田
鹿
ビ
し
て
本
種
名
の
下
に
報
告
せ
ら
れ
た
種
は
紀
伊
崖
の

種
だ
同
定
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
ビ
信
す
る
｡
本
種
は

T
u
rritelia
kiiensis
B
ed

の
凡
て
の
化
石
産
地
に
極
め

て
多
い
〇

九
p
C
ta
Va
blCulum
(Y
ob).
本
解
は
最
初

C
er
ithium
tJし
て
報
菅
せ
ら
れ
'
後
常
磐
地
方
よ
-
産
出
を
知

ら
れ
､
次
で
横
山
博
士
は
美
濃
第
三
紀
層
の
化
石
を
研
究
せ
ら
れ
た
る
際
本
種
を
同
地
産
t
V
icary
a
だ
同
定
せ
ら

れ
た
｡
筆
者
は
紀
伊
及
び
美
濃
屋
の
模
本
を
比
較
し
た
結
基
両
地
の
慮
品
は
到
底
同

一
種
だ
見
放
し
能
は
ざ
る
革
を

知
っ
た
｡

不
車
に
し
て

C
,
bacutum
の
模
式
標
本
及
び
筆
者
の
原
地
模
式
標
本
は
何
れ
も
完
各
な
も
の
で
は
な

い
が
美
濃
産
の
ビ
カ
-
ア
は
(
一
)常
に
大
形
で
あ
る
事
'
(
二
)
各
螺
暦
は
下
方
に
購
っ
て
ゐ
る
事
､
(
≡
)
螺
暦
は
常

に
肩
状
を
量
し
な
い
革
.
(
四
)縫
各
線
の
結
節
は
若
き
螺
暦
に
放
て
著
し
-
多
数
に
L･{
る
覇
.
(
五
)
之
よ
-
推
察
す

れ
ば
紀
伊

虞

の
蔵
本
に
て
は
此
の
結
節
は
定
に
多
数
で
な
け
れ
ば
t･･bら
な
い
轟
､

(六
)螺
脈
の
和
典
に
依
っ
て
紀
伊

産
の

baculum
AjJ
置
別
さ
れ
る
｡

美
濃
の
ビ
カ
リ

ア
に
就

い
て
は
筆
者
は

V
icarya
vernetliti
(
d
'A
rc
h
iac
)

var,
ビ
栴
す

べ
き
で
あ
る
ビ
考

へ
る
.

叉
同
じ
-
横
山
博
士
に
依
っ
て
報
骨
せ
ら
れ
た
常
磐
泉
馴
鹿
の

C
e
r.
bacutum
は
前
記
(
ll
)
'
(
≡
)
･1J
同
様
な

相
異
に
依

-
悲
-
紀
伊
の

baculum
ビ
は
興
る
積
で
あ
ら
-
が
龍
城
簡
畢
な
る
馬
'之
以
上
の
罫
は
分
ら
な
い
｡
か

-
す
る

1̂J
g興
の

bacutum
は
紀
伊
以
外
に
は
知
ら
れ
て
な
い
事
に
な
る
｡
筆
者
の
程
た
標
本
で
も
口
の
朗
は
多
少



堤
-
ど
も
概
損
し
て
ゐ
て
本
楯
が
何
に
属
す
る
か
は
は
っ
き
り
分
ら
な
い
が
､
強
さ
軸
壁
の
布
衣
及
び
知

り
相
克
限

-
の
終
螺
静

の特
徴
に
よ
っ
て
.
暇
に

C
iava
贋
に
編
入
し
て
お
い
た
｡

十

-i
p
V
clem
a
(M
etong
ena
)
cf.
p
ugi
lina
(B
orn
.)

横
山
博
士
は
遠
江
産

の
M
.
m
iranda
Y
ok,
に
本
種

を
同
定
せ
ら
れ
た
る
も
.
此
の
種
は
よ
-
長

い
終
螺
暦
､
よ
り
膨
れ
p
よ
-
急
に
眺
よ
る
底
.
及
び
弧
錫
相
互
す
る

螺
脈
に二
位
-
固
別
せ
ら
れ
る
.
瀧
内
座
｡

十
二
t

L
atruncu
ius
n
.
sp,
横
山
博
士
は
本
穂
を
遠
州
大
日
産
の

e1atuS
に
同
定
せ
ら
れ
化
が
.
隣
p
縫
合

線
及
び
鯉
暦
の
底
の
晦
徴
の
和
典
に
よ
-
轟
ろ
分
断
し
て
別
種
だ
し
た
方
が
よ
い
だ
恩
ふ
｡

十
三
p
A
s
triciype
us
sp.
本
棟
は
本
邦
各
地
の
筋
三
紀
暦
か
ら
産
す
る

A
.
integer
E
は
異
b
t
tu
n
u
te
の

特
徴
等
か
ら
察
す
る
に
寧
ろ

A
.
m
a
n
n
i
に
近
い
ビ
皿
は
れ
る
｡
藤
島
産
｡

六

､

結

語

l
p
姉
三
紀
暦
は
熊
野
暦
を
不
整
合
に
被
覆
L
.
沈
積
後
南
北
の
方
向
の
魔
力
に
依
る
礎
動
を
壁
じ
た
.

二
､
第
三
紀
層
は
下
よ
-
田
遊
続
､
鎗
山
続
に
憧
分
さ
れ
る
｡

三
.
州
蓮
続
は

V
in
d
o
b
on
ian
に
.
鎗
両
統
は

S
arm
atia
n
に
珊
常
す
る
｡

四
p
飴
山
フ
ォー
ナ
は
軟
慨
動
物
八
十
二
(
確
定
)種
を
含
み
､

そ
の
二
十
五
二
ハ
%
は
現
慶
だ
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る

も
の
で
あ
る
｡

五
p
銅
山
フ
ォ
ー
ナ
は
浅
海
に
塗
布
し
た
も
の
で
.
そ
の
常
時
の
海
水
は
現
生
の
紀
伊
､

土
佐
の
海
樺
の
海
水
よ

和
歌
山
齢
関
越
附
妃
節
三
和
厨
の
恰

J

]
豊

二
三

弓



地

球

節
十
三
噂

節
二
馳

10粥

二
四

-
も
少
し
-
高
渦
で
あ
っ
た
｡

主

要

文

献

B

u
ll.ck
･
R
･
N
･
N
o
te

t

o
a
c
c
.
m
p

any

s
o
m
e
F
o

ssils
from

J
a
p

an
.

Q
･11rt
.
J
o
u
r
.

G

eoL
So
c.
100S
i.v
o
t.
2
3.
p
一
i6･

和

歌
-;
朕
紀
伊
脚
化
石
及
北
高

地
､

地
質

挫

難
詰

S
:警

手

二
中

節
六
番

甘

六
十

凹試

火
基
梓
之
助

二
十
粥

分

ノ

7

那
恕
地

質

脚
桁

及
紀
州
沖
朋
軍

二
十
七
年
｡

M
･
Y
o

lハ.
y
a
m
a
一
T
e
rtiar
y
F

o
ss
ils
fr
om

K
ii･
=
本
地
封
単
地
拙
埠
糾
琳

大
正
十

二
年

節
二
怨

琴

二

鶴

川

十
七
H

石
川
成
海

相

批
秘
峰

池
鹿
地
球

大北

十

五

中

節
:,TI-.怨
凹
甘
三
十
九
rhTrl

中
村
新
太
郎

日
本
化
桁
鑓
地
表
(
二

､
利
故
山
脹
)
地

球

火
正
十
五
咋

鈴
五
怨
正
雪

;十
七
訂

石
川
成
串

南
紀
醐
β
臨
軸
研
究
併
行
串
記

地
域

昭
利
四

坤

第
十
二
位
九
九
茶

京

都

肯

地

園

の

研

究

(
ll)

藤

田

元

春

第
五
期

(
十
九
世
紀
末
)
の
作
品

◎
穿

刺
匿
竺

歴
之
園

謂

批
畑
㌍

望

郷

至

枚

■

太
さ
は
大
輪
岡
の
二
分

一
で
あ
る
､

即
ち

一
町
を
四
分
ビ
し
た

一
笛
分

1
の
縮
尺
で
あ
る
｡
し
か
し
銅
版
で
あ
る


